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令和７年度 学校要覧
学校

茂原市立鶴枝小学校

わくわくまつり

家庭 地域

総面積 .............10,308㎡　　建物 ......................2,052㎡　　運動場 ................5,724㎡
体育館 ....................784㎡　　プール付属室 ......46㎡　　厨房 ............................96㎡

※ 臨時休業等により一部変更や中止もあります

令和７年４月１日現在

（ ）内の数字は、なかよし・えがお学級の児童数

　茂原市の南部に位置し、周辺は
緑豊かな田畑や森林が多く、静か
な落ち着いた環境にある。近くに
は国指定の天然記念物  ｢ヒメハル
ゼミ｣  発生の地八幡山がある。
　明治６年設立の下永吉小学校、
立木小学校を基にして、明治33年
に合併し、明治34年に現在地に設
置される。

明治 6年 下永吉小学校・立木小学校設立
33年 両校を合併して鶴枝尋常小学校と改称

昭和 8年 東側新校舎落成
16年 鶴枝村立鶴枝国民学校と改称
27年 茂原市立鶴枝小学校となる
28年 新校舎改築
33年 給食室落成
44年 理科特別教室新築
52年 体育館落成
53年 校舎新築開始
54年 新校舎鉄筋三階建落成
55年 プ－ル落成
56年 自転車置き場新設，開校100年記念碑・二宮尊徳像移設
57年 学級園設置
58年 校歌の碑設立

平成 2年 つるの子山設置
3年 ４・５年度学校図書館研究指定
5年 千葉県教育研究会学校図書館部会指定　公開研究会実施
6年 こども県展学校賞受賞
9年 防災備蓄倉庫設置
10年 体育倉庫新築工事
11年 非常階段改修工事
12年 正門門扉設置　校庭排水工事完了　パソコン室設置
14年 「豊かな心を育む地域公開事業」指定　研究会実施
15年 開校130年記念音楽鑑賞会開催

16年 全国教育美術展全国学校賞（教育美術振興会会長賞）受賞
こども県展学校賞受賞

17年 全国教育美術展千葉県学校賞受賞
18年 こども県展学校賞受賞
19年 こども県展学校賞受賞　鶴枝っ子防犯見守り隊発足
20年 茂原市教育委員会指定研究公開　こども県展学校賞受賞
21年 こども県展学校賞受賞　滑り台及び登り棒の設置
23年 郡市球技大会ミニバスの部優勝　こども県展学校奨励賞受賞
24年 郡市球技大会ミニバスの部優勝
25年 体育館耐震補強工事
26年 千葉県学校体育研究大会研究公開　校舎耐震補強工事
27年 千葉県学校体育優良校受賞
28年 全国学校体育研究優良校受賞　屋外体育倉庫改築工事
29年 キュービクル改修工事

令和元年 自校給食終了・共同調理場給食開始
２年 各教室に空調設備設置

校内 LAN 整備完了　食育指導推進研究公開
３年 校舎屋上防水改修工事
         防災備蓄倉庫設置
４年 開校150年記念式典挙行
５年 茂原学小小連携授業
６年 台湾オンライン交流授業

家庭教育学級



思考力・判断力・表現力

各教科等で身につける基礎・基本

わかる・できる授業づくり
全教科の基本である言語活動の充実

基本的な生活習慣・学習習慣・授業規律の定着

調和のとれた教育活動の展開

○特別支援教育

○情操教育
  ・読書を通した心の健康
  ・豊かな自然や歌声があふれる学校

人権尊重を基盤にした学級経営

○道徳教育、生徒指導（心の力）

【経営の指標】

明るく楽しい学校　 未来に向かって夢を育む学校　 地域とともに歩む学校

○進んで学習する子

○健康で運動の好きな子
○地域の教育力の活用

教 師 力 の 向 上

○つるの子タイム・家庭学習の充実

•保護者や地域との連携

・考え議論する道徳授業の改善
・

・合理的配慮に基づく教育活動
・多様な学びの場・学び方の提供

・地域に根ざした体験活動

•家庭での基本的生活習慣の確立 •学校からの情報発信

・各教科・領域における外部人材の積極的な活用
・地域学習を中心とした の充実

・学校図書館を活用した調べ学習
・毎週水・金曜日の外国語・外国語活動（３年以上）
・タブレット（ICT）の活用「あいさつ」「笑顔」「思いやり」

を大切にした関わり合い

「茂原学」
・保幼・小・中学校との連携と小中一貫教育

　  生きる力
（学んだことを生活や学習に活かす力）

心の教育 確かな学力･体力づくり

○めざす教職員像
 •人間性豊かで、教育愛と使命感に満ちた教職員
 • 児童の成長と発達や特性を理解し、共に考え、支援できる教職員
 •幅広い教養と学習指導の専門性を身に付けた教職員
 •高い倫理観を持ち、共に学び合い、支え合える教職員

○めざす児童像
 •  仲間とかかわり合いながら考え､進んで学ぶ子
 •  明るい挨拶ができ､思いやりのある子
 •  健康・安全に気をつけ､元気に運動する子

誰 ひ と り 取 り 残 さ な い 学 校 を め ざ し て
～ 地 域 と と も に 歩 む ～

•お互いに認め合い、支え合える教育活動の推進

•共感的な児童理解
•生徒指導の機能を生かした授業

•授業力の向上
•校内研究・研修の充実

令和７年度 鶴　枝　小　学　校　の　教　育
めざす学校像

確かな学力を身につけた、心豊かで、たくましい児童の育成
教　育　目　標

関係法令 学習指導要領 
千葉県学校教育指導の指針

『茂原市教育施策の大綱』

地域・児童の実態
保護者・地域の願い
（学校評価を生かす）

「ふるさと茂原を愛し、豊か
な心と高い志を持って未来を
主体的に生きる人づくり」
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